
【 建長寺“さわる”模型一周年 「感謝の集いとこれから」 】 

 

仏殿“さわる”模型完成一周年を祝う催しが、 

2025年 6月 22日 13時より、建長寺正受庵（しょうじゅあん）で行われました。 

 

       

      

 

最初に、長尾宏道宗務総長から、 

 

「原点は『共に生きる社会』。『共生』は仏教の原点。 

『共に生きる』とは、お互いに良い影響を与え合うこと。 

『共に生きる社会』とは、人それぞれの違いを自然に受け入れる、こういう社会にならないと」 

この取り組みは、仏教の原点である「共生」に通じるものである、とのお話がありました。 

 

このお言葉は、改めてユニリーフの大切な指針となりました。 

これからの道筋についても、どこまでも温かい過分な大き過ぎるエールを頂戴しました。 

 

駆けつけてくださった 40名のご支援者お一人お一人からもお心のこもったお言葉をいただき、 

それはどれほど感謝してもし足りず、終始温かい雰囲気に包まれた、ユニリーフ 17年の 

かけがえのない 1ページとなりました。 

 

●HP 記事はこちらから→ https://unileaf.org/12539 

https://unileaf.org/12539


■「鎌倉朝日」（2025年 7月 1日号）記事 

     

 

■「東京新聞」（2025年 8月 22日付）記事 

     



【“さわる”模型一周年「感謝の集いとこれから」に寄せられた声】 

 

 

●Y. H. 様 （御参加支援者） 

本当に良い会でした。清風渡る建長寺にふさわしい優しい風が、皆様の心の中に吹いたように 

思います。ありがとうございました。 

 

●A.  M. 様 （御参加支援者） 

みなさんの大下さんを見守る温かい眼差しから逆に日頃、大下さんが周りの皆さんを大切に 

されている様子が手に取るように感じられ心が温かくなる思いでした。 

 

●J. Y. 様 （御参加支援者） 

みなさんの数々のお言葉に触れて、大下さんのお人柄やご活動がいかにたくさんの方々の心に 

深く影響を与えてこられたのか目の当たりにして感動しました。本当に素敵ですね。 

 

●C. C. 様 （御参加支援者） 

温かく力強く利栄ちゃんをサポートして下さっている方々のお声を間近に聞くことができて、 

とても感激しました。 

 

●Y. H. 様 （御参加支援者） 

こちらこそ大変心温まるひと時を過ごすことが出来ました。スタッフの皆様も温かい人柄が 

伝わる方ばかりですね。「そばにいてくれるだけでいい」というフランク永井さんの歌は 

久しぶりに聴きましたが、宗務総長様の話を聞いた後だけに、涙が滲んでしまいました。  

 

  昨日挨拶でお話したとおり、長年特に建長寺が一番好きで足繁く通い、以前は座禅会にも 

参加していました。（中略）その私が出会った今回のプロジェクトには、本当に運命的な縁と 

いうものを強く感じました。仏様に導かれて不思議なご縁に結ばれたことに、改めて心から 

感謝しております。  

 

●T. K. 様 （取材、メディア関係者） 

気温以上に熱かった皆様の思い… 

大下さん歩さん親子の愛がこのような大きく温かい輪となり 

「さわる模型」という共に生きる意味を象徴する真のユニバーサルを形にした素晴らしい 

取り組みに結実したこと本当に喜ばしく大きな感銘を受けました…。 

微力ながら、この素晴らしい取り組みがひとりでも多くの方の心に届きますよう、 

皆様と同じ熱量でお伝えしたいと思います！思いを込めて最善の努力をいたします。 



●H. Y. 様 （参加支援スタッフ） 

皆さん様々な想いを持ってのご参加でしたね。おひとりおひとりの言葉が心に沁みました。 

本当に優しくて温かい会でしたね。 

次の段階、皆さんが広報担当となって伝えて広めて下さる事。これはもう始まっていますね。 

あの場に臨場させていただけた事、大変光栄な事でした。 

 

●M. K. 様 （参加支援スタッフ） 

参加されたお一人お一人の発信全てが、心からのメッセージでしたね。場に居られた幸せを 

かみしめて帰宅しました。 

総長様がいらしてくださった、それだけで、大下さんやユニリーフをどれだけの思いで 

受け入れてくださっているかがわかりましたし、貴重な拝聴でした。 

心と脳に良い刺激の一日をありがとうございました。 

 

●M. M. 様 （参加支援スタッフ） 

とても気持ちの良い会になり、何より準備の段階から皆様が積極的に自分事として参加されて 

いることに、とても心強く感じました。 

当日もそれぞれが積極的に参加していて、総長様の次は仲間作りという課題に対しての歩みを 

感じました。まさしくユニバーサルデザインを体現した会だと思いました。障害者や高齢者 

だけでなく、誰にとっても参加しやすいグループに成長していることを感じました。 

新たな門出のときに参加できたことに感謝いたします。 

 

 

●Y. N. 様 （参加支援スタッフ） 

参加のお一人お一人の一点の曇りもない言葉、一朝一夕ではうまれない関係性の深さ、 

大下さんが、ユニバーサル絵本の活動を通して積み重ねてこられたことにも心震え。 

 

準備段階から、改めて、利栄子さんのパッションとアクション、そして、続けてこられた 

こと、また続けているからこその魅力をビシビシ？感じておりました。 

そして、昨日の会場のみなさまのお話からも、胸をあつくしながら、その素晴らしさに 

感じいっておりました。 

 

総長様のお話、あり方、素晴らしいですね。しみいるお話を伺う機会に感謝しつつ、（中略） 

利栄子さんだからこそ、この活動だからこそ、あのような方々の温かな集まりだからこそ、 

そう、利栄子さんのなさっていることは、大きな大きな意味がある、だからこそ、 

駆けつけてくださったことと思います。 

 



●S. K. 様 （参加支援スタッフ） 

総長様のお話は素晴らしいもので、感激しました。お声も素敵ですね。 

参加者全員の 1分スピーチもとても良かったです。 

 

●A. S. 様 （参加支援スタッフ） 

和やかな良い会になりましたね。 

総長さまのお話しが聞けてよかったです！ 

 

 


